
第５学年「只見の食と農作物」ＥＳＤストーリーマップ 

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 
      

≪社会≫「わたしたちの生活と食料生産 

～水産業のさかんな地域～」○問○論○プ  
・  主な漁場の分布，水産業に従事している人々の工夫や努力，生産地と消

費地を結ぶ輸送の働きを理解する。 

・ 水産業の様子と自然環境や国民生活を関連づけて思考・判断したことを 

適切に表現する。  

＜学習テーマ＞ 只見町では，自然の豊かさを生かして，どのような生活を営んできたのだろう。 

≪社会≫「わたしたちの生活と食料生産 

～米づくりのさかんな地域～」○論○イ  

・ 庄内と只見の米づくりに関係する共通点や相違点を見

つける。 

・ 米づくりの抱える様々な問題を捉え，今後の発展のた

めにどのような取り組みができるかを考える。 

≪なかよし活動≫○基  

・ 只見の川に親しみ，川 
のめぐみを実感する。川の様

子や川に住む生き物について

知る。 

≪理科≫「植物の発芽と成長」○問  

・ 植物が大きく成長するためには，何が必要かを，

条件制御しながら調べる。 

≪道徳≫ 

「植物とともに 

 牧野富太郎」○問  

・ 好きなことや興味のあるこ

とを追究し，心理を求めよう

とする意欲を高める。 

○ 調べたい内容ごとに分かれ，お

ひらについて様々な資料を用い

て調べる。○問○イ○ｺﾐ  
・ 使われている材料は何か。 

・ なぜその材料が選ばれたのか。 

・ どのような場面で食べられていたのか。 

・ 今ではあまり食べられなくなった理由は

何か。 

○ おひらについて調べたことを

まとめ，情報を共有する。○プ○ｺﾗ  
・ 身近な食材が使われていたみたいだけ

ど，昆布のように只見では採れないものも

あったね。 
・ 魚も，捕ったばかりの魚ではなくて，干し

て乾燥させたものを使っていたみたいだ

よ。 
・ お祝いのときに出されていたみたいだね。 

 

 

・  
○ 調べたことをまとめ，外部に発信する。

○問○適 
 ・ 四倉小の人たちに，ふるさとのことを伝えたい。 
 ・ おひらにはたくさんの秘密があることを知って欲し

い。 
 ・ 地域の人にも，おひらのよさを伝えた方がいいかもし

れない。 

○ 調べたことをもと

にして，新たな疑問に

ついて話合い，課題を

設定する。○ｺﾐ○適  
・ どういう基準で食材を選

んだのだろう。 
・ おひらという料理のもつ

意味につ 
いて，もっと調べてみたい。 

・ おひらが縁起物である理

由は何なのかな。 。 
 
 

 

≪社会≫「わたしたちの国土」○論  

・ 国土の地形や気候の特色と只見町の地形や

気候の特色を比較する。 

・ 標高や気候の違いによって，暮らしを工夫

していることに気づき，只見町では，どんな

暮らしの工夫をしているか考える。 

○ ４年生までの学習を想起し，只見町では，

どのような伝統が受け継がれてきたか，食に

ついて調べる。○メ○問  
・ ４年生では，只見町の豊かな自然を守ることを考えてきた

よ。自然との共生がユネスコ・エコパークの考えだったね。 
・ 只見の人たちは，豊かな自然を生かしてどんな 

生活を送ってきたのかな。 
・ 只見町の伝統的な食文化を，たくさんの人に知ってもらい

たいな。 
 
○ 調べたい内容ごとに分かれ，疑問や願いか

ら課題を設定する。○問○基  
・ 只見のおひらは，どんな材料を使っていたのかな。 
・ 只見といったら，トマト。南郷トマトはとってもおいしい

よ。昔も使っていたのかな。 
・ どうやって作っていたのかな。今はあまり見ないけど。。 
 
※ これまでの実践から予想される児童の反応例 

 

≪国語≫「目的に応じて 

引用するとき」○論  

・ 目的や意図に応じて，集

めた材料を分類したり関係

づけたりして，伝える。 

土台となる資質・能力 新学習指導要領における 
育成すべき資質・能力 

提案したり伝えたりする姿（プレゼンテーション力）      ○プ  

実践力（培った力を発揮） 
自分の考えを持ち，交流し合う姿（コミュニケーション力）    ○ｺﾐ  

話し合いを通じて自分の考えを高める力（コラボレーション力）○ｺﾗ  

協力して社会づくりに参画する力                            ○協  

問題を発見する力・解決する力                     ○問  

思考力（中核となる資質・能力） 

論理的・批判的に考える力                                  ○論  
異なる考えを統合して考えを導き出したり 
新しいアイディアを生み出したりする力（イノベーション力）  ○イ  
学びを振り返り自己をみつめる力（メタ認知力）              ○メ  

振り返りから次に学ぶべきことを探す適応的学習能力          ○適  

基礎的・基本的な知識・技能（言語スキル・数量スキル）   ○基  
基礎力（思考力を支えるベース） 

ICT スキル 情報リテラシー（情報スキル）                ○情      

 

海洋教育との関連 

○ 調べたい内容ごと

に分かれ，様々な資料

を用いて調べる。○問

○イ○ｺﾐ  
・ おひらに込められた人々

の思 

いを考える。 

・ 「～の幸」という意味。 

・ 昔の只見の人々の生活と

の関連。 

 

 



第５学年「只見の食と農作物」ＥＳＤストーリーマップ 
１０月 １１月 １２月 １ 月 ２ 月 ３ 月 

      

 

≪社会≫「わたしたちの生活と 

工業生産」○問○論○プ  

・ 日本の工業における取り組みにつ

いて，情報を分類し，まとめる。 
・ 自分たちの生活と日本の工業との

関わりを考え，これからの工業生産

について考える。 

≪国語≫ 

「伝わる表現を選ぼう」○ｺﾐ  
・ 目的や意図に応じて簡単に書

いたり詳しく書いたりするな

ど，自分の考えが伝わるように

書き表し方を工夫する。 

≪総合≫ 

「只見の四季を実感しよう

（雪祭り雪像作り）」○協  

・ 雪像作りを通して，只見

町の催しに関わる。 
・ 「只見ふるさとの雪祭

り」の場を生かして，学習

の発信を行う。 

≪道徳≫ 

「アルソミトラの空」○適  

・  自然の中にある美しい

ものや不思議なものに感

動する心に気付き，今後

の生活の中で，それらを

大切にしようとする心情

を育てる。 

＜目指す児童像＞ 
 
只見町の産業や食文化

（自然との共生）につい

て先人の知恵や思い，現

状や課題を知って大切に

したいと思うとともに，

それを守っていくために

は気候や環境問題が課題

になることに気付き，原

因や自分たちでできるこ

とを考えることができる

児童。 
 

≪算数≫ 

「割合をグラフに表して調べ

よう」○基  

・ 百分率を表すグラフを読み取

る。 
・ 百分率を求め，グラフに表す。 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
  

 
  

 
 

○ 只見町の農作物や特産物を使って

無駄のない料理を考える。○協○ｺﾐ   
・ 只見町の郷土料理を教えてもらいながら作った

けれど，今度はそれを生かして，自分たちで農作

物や特産物を使って，今の只見の「おひら」のよ

うな料理がつくれるかな。 
・ おひらと同じように，今の只見の人々が大事に

したいと思うような食材を選びたい。 
・ 考えた料理を，他の人にも紹介してみよう。 

 
○ 次年度の修学旅行の時に配るリー

フレットを作成する。 
○プ○協  

 ・ １年間の総合で学んだことを，国語の学習を生

かしてリーフレットにまとめよう。 
 ・ リーフレットをたくさんの人に読んでもらっ

て，只見町のよさを知ってほしいなあ。 
・ ６年生になったら修学旅行があるから，東京で

も配れ 
るよ。東京の人も只見町のよさを知って，只見町

に観光に来てくれるといいなあ。 

≪家庭≫「食べて元気！ 

ご飯とみそ汁」○基  

・ 栄養素の体内での働きを知

り，伝統的な日常食であるご

飯とみそ汁を作る。 

≪国語≫「グラフや表を用いて書こう」○基  

・ 引用したり，図表やグラフなどを用いたりし

て，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫

する。 

○ どのようなものが只見の特産

品になっているかを調べ，それ

がなぜ特産品になっているのか

を調べる。○ｺﾗ○問  
 ・ ３年生のときにトマトの選果場に行っ

たけど，なぜトマトだったのかな。 
・ 稲刈り体験をしたけれど，平野が少な

い只見で，どうして米づくりが盛んなん

だろう。 
・ 農家の方のお話で，只見の米の味はと

てもおいしいと聞いたけれど，なぜだろ

う。 
 

○ 選択したものを資料をもと

に詳しく調べていく。○問○メ  
只見町食育改善 

・ 只見町ガイドブックには，只見の郷土

料理について詳しく載っているよ。 
・ これに使われている食材は，今もその

まま只見で作られているのかな。 
・ 今只見で特産品となっているものに

は，只見の気候や歴史的な背景があるこ

とが分かったよ。 
・ 気候的な理由であるということは，地

球温暖化が進んで只見の環境が変わる

と大きな影響が出るのではないかな。  

土台となる資質・能力 新学習指導要領における 
育成すべき資質・能力 

提案したり伝えたりする姿（プレゼンテーション力）      ○プ  

実践力（培った力を発揮） 
自分の考えを持ち，交流し合う姿（コミュニケーション力）    ○ｺﾐ  

話し合いを通じて自分の考えを高める力（コラボレーション力）○ｺﾗ  

協力して社会づくりに参画する力                            ○協  

問題を発見する力・解決する力                     ○問  

思考力（中核となる資質・能力） 

論理的・批判的に考える力                                  ○論  
異なる考えを統合して考えを導き出したり 
新しいアイディアを生み出したりする力（イノベーション力）  ○イ  
学びを振り返り自己をみつめる力（メタ認知力）              ○メ  

振り返りから次に学ぶべきことを探す適応的学習能力          ○適  

基礎的・基本的な知識・技能（言語スキル・数量スキル）   ○基  
基礎力（思考力を支えるベース） 

ICT スキル 情報リテラシー（情報スキル）                ○情      

 

≪学習発表会≫○プ  

・ 学習の成果を披露する活動を

通し，表現力を高める。 
 


